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２㹇㸮２ 

ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụ㸦㹑㹍㹄㹁）にಀる㹌㹃㹂㹍の 

ྲྀり⤌ࡳ・ᡂ果とᚋの展望について 

 
 （ᑠ川貴ྐ㸦新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合㛤発機構ۑ

 

 
㸯㸬はじめに 

一年のᮾ日本大㟈⅏と原子ຊ発㟁ᡤの事ᨾ௨ᚋ、日本のエネルギーᨻ策はᢤ本的な見┤しを行って

いるところである。ᚋは、生可能エネルギーや┬エネルギーの最大㝈ᑟධはᙜ然のこと、大つᶍな

発㟁ᡤにᣐらない⇞料㟁ụのような分ᩓᆺ㟁源を充ᐇさせ、ᅜ内のエネルギーセキࣗリティをᅗること

が重要である。⇞料㟁ụは発㟁ຠ⋡が高く 室ຠ果࢞スの๐減にᐤ与するだけではなく、ኳ然࢞スや࣓

タノール等の多様な⇞料を用いることができ、エネルギー多様化の観Ⅼからも᭷ຠである。 

⇞料㟁ụの中でもᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụ㸦㹑㹍㹄㹁）は発㟁ຠ⋡が高く、また、ኳ然࢞ス等にຍえ石

Ⅳ࢞スといった多様な⇞料も用可能であり、ᑠᆺࢩステ࣒から大つᶍなⅆຊ代᭰ࢩステ࣒までᖜᗈい

ᐇ用化がᮇᚅされている。 
本報告では、㹑㹍㹄㹁にಀる㹌㹃㹂㹍のこれまでのᢏ⾡㛤発等のྲྀり⤌࣐、ࡳネジ࣓ント、ᡂ果のᴫ

要について㏙るとともに、ᚋの展望について⤂する。 
 

㸰㸬㹑㹍㹄㹁にಀる㹌㹃㹂㹍のྲྀり⤌ࡳ、これまでのᡂ果等 

⇞料㟁ụについては、日本では㸯㸷㸶㸯年ᗘから࣒ーンライト計画によりᢏ⾡㛤発が本᱁的に㛤始さ

れ、これまで⥅続的にᢏ⾡㛤発、ຍえてᐇド研究やつไ㐺正化が㐍められてきた。㸰㸮㸮㸵年ᗘからは

ᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒のᕷ場ᑟධに向けて、「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụᐇド研究」が㸰㸮㸯㸮年ᗘまで

行ࢃれた。また、୪行して、㹑㹍㹄㹁の⪏ஂ性とಙ㢗性の向上するためにຎ化࣓カ࣒ࢬࢽのゎ明等を行

っている「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụࢩステ࣒要⣲ᢏ⾡㛤発」をᐇしている。 

「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụᐇド研究」においては、計㸰㸱㸱ྎの㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒が一⯡ᐙᗞ等のᐇ環

境にタ⨨され、ᐇ㐠㌿によるྛ種データ集ཬࡧᙜヱデータの評価分析をᐇし、種々の課題が抽出さ

れた。さらに、本ᐇド研究において用された㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒については、୪行して行ࢃれた「ᅛయ

㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụࢩステ࣒要⣲ᢏ⾡㛤発」にᥦ౪され、大学等によるヲ⣽なຎ化ゎ析等がᐇされた。

ᙜヱ結果は࣓ーカー等に㏿やかにᥦ౪され、࣓ーカー等はᙜヱ結果を㏿やかにᢏ⾡㛤発にᫎするとい

うࢧイクルを⧞り㏉した結果、㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒の⪏ஂ性や発㟁ຠ⋡等をຠ⋡的・ຠ果的にᨵၿするこ

とができた。 

上グྲྀり⤌ࡳにより、㸰㸮㸯㸯年にᡃがᅜからୡ⏺にඛ㥑けてᐙᗞ用の㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒がၟ用化さ

れた。発については㹎㹃㹄㹁ࢩステ࣒より㸰年⛬ᗘ㐜れたが、㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒はᑠᆺ化等でඃ性

があり、ᅜ内におけるᐙᗞ等のᬑཬがᮇᚅされている。 

 

㸱㸬ᚋの展望 

 ᚋはᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒のさらなるᬑཬに向け、低コスト化等に資するᢏ⾡㛤発を㐍めていく

ண定である。また、ᑗ来のᐇ用化がᙉくᮇᚅされている⏘業用、事業用の㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒の㛤発も㐍

めていくᡤᏑである。 

 㹑㹍㹄㹁の大ᆺ化には、十分な⪏ஂ性等を確保するために高いᢏ⾡的ࣁードルをゎỴしていくᚲ要が

ある。ᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁をຠ⋡的な࣐ネジ࣓ントでᐇ用化にᑟいたことを参考に、またᘬき続き大学等や

 。ス会社・㟁ຊ会社等とᐦ᥋に連ᦠしながら㛤発を᥎㐍していきたい࢞

 

㸰 ,㸮 㸱 �

ࣔ バ イ ル 分 野 に 見 る イ ノ ベ ー シ ョ ン の  ⤌ み と 成 果  
㸫 変 革 の 駆 動 ຊ と こ れ か ら の 日 本  業 の 対 応 㸫  

 

ۑ              㧗 ᶫ  ᾈ （ ᐑ ᇛ 大 学 ）  

 

㸯� ࡵࡌࡣ 
 

世界で最もイノベーテࣈなト

ップ業⩌はࣔバイル分野とᙉく

┦関している[1]。トップ 2 ♫はス

マ࣍で世界を 2 分しているアップ

ルとグーグル。トップ 6 ♫୰でも

4 ♫（2 ♫㸩マイクロࢯフトࠊアマ

トップࠊン）がࣔバイル関係ࢰ 12

♫୰でも 8 ♫がࣔバイル関係ࠊと

┦関が深い。世界で最も㈹㈶され

る業 2012 年（フ࢛ーチࣗン

業␒付・ラン࢟ング）でもୖ 2

♫はྠじ㢢ࡪれだ[2]。 

このトップ 2♫はᚑ᮶なら୧立

したฟⲴྎ数と┈という指ᶆで

ࡏれᴟ端な差別化を㐍展さࡒれࡑ

ている（ᅗ 1）。しかもࡑの変化は

実質 2 年という▷い期㛫に発⏕している[3][4]。この

結果ࣔࠊトローラ 2010 年 14 ㉥Ꮠࠊ

/G 電子 2011 年 14 ㉥Ꮠ。ノ࢟アࠊ

5IM2012 年 14 ㉥Ꮠとなった。ࡑの୍

方ࠊアップルࠊサムスン電子は┈ࠊ

ฟⲴྎ数をᛴ増さࠊࡏアップルに⮳

ってはこの㛫Ⴀ業┈⋡ 50�を⥔ᣢ

しࠊ౯総㢠世界୍に฿㐩した。 

この状況をࠊアップルࠊノ࢟アࠊ

$ndroid（サムスン電子㸩+TC）にࡘ

いて示す。�1�アップルは iPhone Ⓩ

ሙ�2007.7）から㛫がない期

�200843）から┈シ࢙アが㧗くྎࠊ

数増加がさど↓いにも関わらずࠊ

୍┤⥺に┈シ࢙アを㧗めている（ᅗ 2 ୖ段）。 

�2�ノ࢟アは世界༙分（52㸣 㸸200842）の┈シ࢙ア

をっていたが୍ࠊ 気に┈シ࢙アを降ୗさࡏている。

୍ྎࠊ数増加でᣢࡕこたえたがࡑࠊのᚋ（201044 以

降）ྎ数ῶ少・┈పୗがྠ㐍行୰している（ᅗ 2

୰段）。 

ᅗ㸯㸬スマ࣍ OS 別ฟⲴྎ数と┈シ࢙ア[3][4] 

ᅗ㸰㸬アップルࠊノ࢟アࠊ$ndroid 㝕Ⴀのつᶍ・┈ᅗ 

�3�サムࢯン電子を୰心とする$ndroid㝕Ⴀは比較的Ᏻ

定した┈シ࢙ア（⣙ 20㸣）を確ಖしࠊᚎᚎにྎ数増

加と┈増加を連動さࡏている（ᅗ 2 ୗ段）。 

このような変化は୍体どこから᮶るのだろうか。こ

のような問題ព識で見るとࠊ༢にࣔバイル分野に㝈っ

ての変化ではなくࠊ日本の大ᡭᐙ電業の┦ḟぐᕧ㢠
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㉥Ꮠなども関係していることが示၀される。ࡑの事か

らࠊ本現㇟の原因究明は日本業にとってもႚ⥭のㄢ

題と考えられる。このようなど点から2ࠊ ♫のྲྀ⤌みを

見るとࠊアップルとグーグルはᴟめて異なるྲྀ⤌みを

行なっておりࠊ成果も異なることが分かる。ࡑこでࠊ

この㐪いを分析することを通してࠊ最近の変革の駆動

ຊをࠊイノベーション⌮論ࠊプラットフ࢛ーム⌮論ࠊ

ビジࢿス・ࣔデル⌮論の立ሙからサーベイし⌮ゎを深

めるとඹにࡑࠊこでᚓた▱見をඖにࠊこれからの日本

業の対応にࡘいて考ᐹする。 

 

㸰㸬発⏕している変革  

 

現在の変化を少しᗈいど野で═めるとࠊ既存産業の

ቃ界がᾘ⁛して新たな⼥合が㐍ࢇでいることが見てと

れる。iPhone から電ヰ機⬟を๐㝖し⏬面を大きくした

iPad が新たなパࢥࢯンとしてཷけ入れられているのに

代表されるようにࠊᦠᖏ�スマࠊ࣍パࢥࢯンࠊᐙ電のቃ

界はᾘ⁛したと言えるだろう。ࡑしてࠊこの新たな₻

流をᘬき起こしている業とࠊ既存産業にᣊったまま

の業が見てྲྀれる。ࡑの୰でࡈࠊく少数だがࠊ既存

産業で成ຌしていた業でもࠊ新たな変革に㏣㝶でき

ている業も存在する。しかしࠊከくは新たな₻流に

りきれずに⬺ⴠしているように見える。このような

観ᐹからࠊ変革の㏣㝶ྍྰの差はインターࢿットと

ࣔバイルのもたらす新たな変革の対応ᗘ合に౫存し

ているように見える。このような観ᐹ結果をᅗ３に示

す。  

ᅗ３㸬変革の代の産業変質とྛ業のྲྀ⤌み 

このᯟ⤌みにࠊ最近ヰ題になった業⦼ᝏ化事を㓄

置してみる。・Nokia7000ࠊ 人人ဨ๐ῶ。Symbian 部

㝲をアクࢭンチࣗアにㆡΏ（2011 年 4 月）・+Pࠊパ

ン事業分離᳨ウ（ᚋに見㏦り）。:ebOSࢥࢯ は⤊ᜥ

（Palm 系のスマ࣍〇ရはᾘ⁛）（2011 年 8 月）・ࣔト

ローラࠊGoogle に 1 で㈙（2011 年 8 月）・NECࠊ

㸯人ࣜストラ（2012 年 1 月）・SON<ࠊ最⤊㉥Ꮠ 5200

൨（2012年 4月）・シࣕープࠊ最⤊㉥Ꮠ 3800൨（ 2012

年 4 月）・Panasonicࠊ最⤊㉥Ꮠ 7721 ൨（2012 年 5

月） 

このような認識からࠊձᦠᖏ�スマࠊ࣍パࢥࢯンࠊᐙ

電などの既存産業༊分がᾘ⁛ࠊղ新たなྲྀ⤌みの代

がⓏሙ。変化の※はインターࢿット㸤ࣔバイルࠊճイ

ノベーションがከᵝ化しࠊຊの※はプラットフ࢛ーム

のᨭ㓄ຊࠊմ変化の認▱にはࠊᚑ᮶の方ἲ論の㋃くࠊ

≉定方ἲ論の㐺用だけでは༑分ࠊյ体を俯瞰しࠊ

既存方ἲからの㑅ᢥࡑࠊれらの⤌合ࡏ㐺用が必要ࠊと

考える。ࡑこでࠊイノベーション⌮論ࠊプラットフ࢛

ーム⌮論ࠊビジࢿス・ࣔデル⌮論から以ୗで考ᐹする。 

 

３㸬イノベーションのジレンマのど点 

 

iPhone は୍体どࢇな◚ቯ的イノベーションでࠊఱを

◚ቯしたのだろうか。͆ イノベーションのジレンマ͇

[5]提唱者のクレイトン・クࣜステンࢭンᩍᤵも iPhone

Ⓩሙは「おしࡷれなᦠᖏ電ヰ」としか認識できなか

った。「iPhone はラップトップの存在をも༴うくする◚

ቯ的イノベーションだった」とࠊᚋに๓言を᧔ᅇして

いる。また͆ࠊ イノベーションのジレンマ͇の᮲௳[6]  

も提示している。業はࡑ」ࠊれࡒれがどࢇなᒓ性をᣢ

ࠊれらᒓ性のホ౯ᑻᗘが存在していればࡑࠊか明示しࡘ

提౪されるᒓ性とࡑࠊれを用するシステム㛫の┦

౫存性を⌮ゎしࠊ新たなྲྀ⤌みにᣮᡓする機会がⓏሙ

する」。㏫にこれら᮲௳が‶㊊されないとࠊ既存の┦

౫存関係がඃになりがࡕでᣢ続的イノベーションに

ᅛᇳしがࡕな傾向がでる。 

ᅗ㸲㸬イノベーションのジレンマでの変革のゎ㔘 
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このことからࠊこのᗘの変革は既存産業のᯟ⤌みにᅛ

ᇳしたᣢ続的イノベーションとࠊ既存産業を⼥合化さ

に対応しようとした◚ቯ的イノベーショࢬーࢽて新ࡏ

ン㛫の競争のᅗᘧでᢕᥱできるとᛮわれる（ᅗ㸲）。 

これは結ᒁࠊ既存産業のᘏ長のඖではࠊ「ዴఱにඃⰋ

業のඃれた経Ⴀ者がなពᛮỴ定をしてもࡑࠊの

ุ᩿自体が業をኻᩋとᑟく」ことになってしまう。

このような変革の᰿ᖿにࠊ౪⤥者サイドから㟂要者サ

イドと変革の㔜点がシフトしたことがୖࡆられる。

体としてはୗグのようにまとめられる。 

1. アップルはࠊイノベーションの最๓⥺を୍⯡ᾘ費者

にシフトさࡏることでࠊ༢にᦠᖏ電ヰ業界に◚ቯ的

イノベーションをᣢࡕ㎸ࢇだだけでなくࠊパࢥࢯン

業界にも◚ቯ的イノベーションをᣢࡕ㎸みࡑࠊの結

果ᦠᖏ電ヰ業界をも合わࡏて◚ቯした。 

2. iPhone はラップトップ（パࢥࢯン業界）の存在をも

༴うくする◚ቯ的イノベーションだった。iPhone は

最ึから͆ᦠᖏ電ヰの発明͇ではなくࠊポータࣈ

ル・ࢥンࣗࣆータだった。 

3. イノベーションのジレンマはࠊ既存産業のቃ界が

ᾘ⁛していたにも関わらずࠊከくの業が既存産

業ෆのᯟから⬺༷できなかったことにある。 

4. iPhone はᦠᖏ電ヰࠊパࢥࢯンのቃ界をព識しな

い最ึのඹ通ᇶ┙機ჾとしてⓏሙした。ࡑしてࠊ

ྛಶ別機⬟はてアプࣜࢣーションで実現する方

ᘧを提示した。 

5. この結果ࠊアプࣜࢣーションの㏣加だけであらゆ

ることがฟ᮶るようになった。 

 

㸲㸬プラットフ࢛ームࠊビジࢿス・ࣔデルのど点 

 

ḟにࠊアップルࠊグーグル 2 ♫が業に比較して

༟㉺した成果を㐩成することになった 2 ࡘのഃ面にࡘ

いて㏙べる。㸯ࡘ┠はアプࣜࢣーション・プラットフ

いてである。アップルのࡘームに࢛ $pp Store は⣙㸳

㸳本のⓏ㘓本数ࠊ㸰㸳㸮൨ᅇのダウンロード（2012.3

までの⣼計）を㐩成した。グーグルの Google Play Store

も⣙ 45 本のⓏ㘓本数ࠊ㸯㸮㸮൨ᅇのダウンロード

（2011.12 までの⣼計）を㐩成した。この成果はをᅽ

ಽしておりࠊ開発者ࣘーࢨ・グループとᾘ費者ࣘーࢨ・

グループ㛫の 2 面ᕷሙࣔデル[7]においてࠊձアプࣜࢣ

ーションの増加がᾘ費者の増加をㄏ発ࠊղᾘ費者の増

加が開発者に新アプࣜࢣーション開発をㄏ因ࠊという

型的なṇの㛫᥋ࢿット࣡ークຠ果によってࠊ㸰グル

ープ㛫の௰による౯್増Ṫを実現した。ࡑの結果ࠊ

アップルはアプࣜୖࡆのみで㸳㸵൨ドル（⣼計）の

総ୖ㧗ࠊグーグルは⣙㸳㸬㸳൨ドル（⣼計）の総

ୖ㧗を実現した。㔠㢠が大きく異なるのはࠊアップル

がⓏ㘓ᑂ査実施のクローࢬ型ࠊグーグルがⓏ㘓ᑂ査な

しの࢜ープン型に≉化していることに起因する。ᚋ者

は࢜ープンにすることによってࠊ開発者にアプࣜ㈍

以እの┈機会をも提౪しฟしている（↓料版を大量

㓄ᕸしᗈ告入と▱ྡᗘ⋓ᚓ）。2 ♫のඹ通点はࠊイン

ターࢿット世界とྠᵝの「୰心ポータル」にᚭするこ

とでࣔࠊバイル業界でもアプࣜࢣーション・ポータル

をプラットフ࢛ームとする 2 面ᕷሙをᙧ成さࡏたこと

にある。結ᒁࠊ୧♫は「͆ アプࣜࢣーションの在り方͇

に革をもたらしࢭࠊントラル・アプࣜࢣーション・

ポータルをプラットフ࢛ームとするᦠᖏࠊパࢥࢯンࠊ

ᐙ電ඹ通の 2 面ᕷሙࣔデルを㌶㐨にࡏることでࠊ既

存産業を⼥合さࡏたアプࣜࢣーション主ᑟの新パラダ

イムをษりᣅいた」と言うことができる。 

2 ␒┠は 2 ♫⊂自の対ᴟ的ビジࢿスᡓ␎（表㸯）のඖ 

表㸯㸬2 ♫のクローࢬᡓ␎࢜ࠊープンᡓ␎比較 

で2ࠊ ♫がࡑれࡒれに最㐺なࢥ࢚システムを構⠏しࠊዴ

ఱにしてビジࢿス成果にࡘなࡆたかにࡘいてである。

アップルとグーグルのࢥ࢚システムは大きく┦㐪して

おり[8]ࠊ主な入※はࠊアップルは機ჾࠊグーグルは

サービスと大きく異なっている。概要を以ୗにグ㏙す

る。 

アップル㸸機ჾ୰心・クローࢬ型。クローࢬ型 SCM で

⟶⌮プロࢭス・イノベーションにὀຊする。ࡑの結果ࠊ

関係者に対し㧗い┈ಖ㞀を行う୍方ࡑࠊれに必要な

㐠用（在ᗜ⟶⌮）のᚭᗏを実施さࡏる。この結果ࠊ

アプࣜ開発者のඃ㐝によってᾘ費者の㧗レベル・ア

プࣜ提౪をಁ㐍さࠊࡏ㧗ࣈランド⥔ᣢなどをྍ⬟にす

る。 

グーグル㸸サービス୰心・࢜ープン型。࢜ープン型 SCM

によってཧ入機会を拡大さࡏる。ࡑの結果ࠊアプࣜࢣ

ーションではከ数↓料アプࣜの提౪で用者をඃ㐝す

るとともにࠊ技術サービス・イノベーションではࠊᗮ

౯（OS�$ndroid�の࢜ープンࢯース化で）プラットフ࢛

ームᇶ┙の提౪で機ჾ開発者ཧ入をಁ㐍しࠊᗮ౯機ჾ

の提౪がྍ⬟になる。ࡑしてࠊฟⲴ数がᅽಽ的に拡大
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することでࠊアプࣜ開発者にᗈ告入⋓ᚓ機会などの

付加౯್も提౪できる。結ᒁࠊ୧♫は「ࢿット࣡ーク

ຠ果を最大㝈に活用するࡑれࡒれのᡓ␎の推㐍によっ

てྛࠊ ࠊしてࡑ。システムを構⠏しているࢥ࢚最㐺なࠎ

ࣔデルを構成する要⣲ࡸඃඛᗘなどのᙧ態に┦㐪はあ

るもののࠊと差別化したビジࢿス・ࣔデルᙧ成に成

ຌした」とまとめることができる。 

 

㸳㸬これからの日本業の対応 

 

以ୖのようにࣔࠊバイル分野をにしてはいるが2ࠊ

♫を代表とする最近のイノベーションの⤌みと≉ᚩ

のඹ通点を見てきた。ࡑれらはḟのようにまとめられ

る。 

 ット࣡ークຠ果のᕦみな用ࢿ.1

2.既存産業の⼥合化の発⏕とࡑれらの最㐺⤌合ࡏ 

3.ከᵝな」数ഃ面のイノベーションの合体 

の結果発⏕する大つᶍグローバルᕷሙでの大つᶍࡑ.4

な主ຊベンダー㛫の主ᑟᶒの移動 

5.プラトフ࢛ームはࠊ実質的に OS 系グループ（クロー

ープ࢜）系グループࣈ࢙アップルなど）とウࠊ型ࢬ

ン型ࠊグーグルなど）の 2 㝕Ⴀに分離 

このように大きなᆅẆ変動のもとではࠊᙧ成されたプ

ラットフ࢛ームのる⯙いを๓提にした新たな競争ᡓ

␎が必要になる。このような▱見にᇶ࡙くこれからの

日本業の対応にはୗグが考えられる。 

ձᐻ༨化したᕷሙにཧ入して競争ຊを⥔ᣢ 

・࣓ジࣕー〇ရ（iPhone ）のᇶᖿ部ရ提౪（ᅗ

5 ᕥୗの㸯㸬） 

・࣓ジࣕー・アプࣜࢣーションの開発�提౪（ᅗ 5

ྑୖの㸯㸬） 

ղᐻ༨化から㏨れる 

ᅗ㸳㸬日本業の新たなྲྀ⤌み領域示ᅗ 

ローカル・プラットࡸーム࢛ッチ・プラットフࢽ・

フ࢛ームの⊂自ᙧ成（ᅗ 5 ྑୖの㸰㸬） 

ճᕷሙᨭ㓄者の᭷ຊな⿵者となる 

・日本でࠊまたは日本業がඛ行した業ົアプࣜࢣ

ーション・ノウࣁウなどを活かしたアプࣜࢣーシ

ョン・プラットフ࢛ームの⿵（ᅗ 5 ྑୖの３㸬） 

日本業は≉定産業成⇍化の過⛬での౯್増Ṫには

定ホがある。しかしࠊ現在起きている変革は౪⤥者サ

イドから㟂要者サイドと変革の㔜点がシフトしてい

るᒁ面でのドラステックな変化である。ᚑ᮶もこの

ようなᒁ面では⡿国業がᙉかった。しかしࠊここを

ఱとかりษることでḟのフ࢙ーࢬに⧅ࡆることが必

要である。ࡑのためࠊ現在の変革にࡘいてのṇ確な認

識がᴟめて㔜要であるとともにࠊこれにᇶ࡙いたダイ

のᙉ化がᴟめて㔜要と考[9]イパビࣜテࢣ・ミックࢼ

えられる。 
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